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はじめに 一平成7年度調査経過一

　文部省科学研究費国際学術研究『漢族と周

辺諸民族における民俗宗教の比較研究一納西

族と葬族と日本の民俗宗教の比較民俗学的考

察一』の平成7年度における現地調査は，前

年度に引き続き雲南省麗江納西族自治県にお

ける納西族の調査を約1週間にわたって行い，

その後四川省の大涼山舞族自治州に移動し，

来年度に向けての葬族の予備調査を行った。

　平成7年度の西甫中国民俗調査団は，日本

側は，団長，佐野賢治（筑波大学助教授），秘

書長，松岡正子（鶴見大学講師），団員，田申

通彦（筑波大学助教授），小熊誠（沖縄国際大

学教授），丸山宏（東北大学助教授），飯島吉

晴（天理大学助教授），湯川洋司く山口大学助

教授），研究協力者，上野稔弘（筑波大学大学

院生・会計係），志賀市子（筑波大学大学院生・

記録係），自費参加者として安室知（横須賀市

立人文博物館学芸員）。中国側は顧問，何耀華

（雲南杜会科学院々長），団長，郭大烈（雲南

社会科学院民族研究所長），秘書長，巴莫阿依

（中央民族大学宗教研究所副教授），団員，李

子賢（雲南大学図書館長），陶立掻（申央民族

大学教授），周星（北京大学教授），巴莫曲布

摸（中国社会科学院少数民族文学研究所副研

究員），雲南側研究協力者，李錫（麗江県博物一

館長），習爆華（東巴文化研究所副研究員），

四川側研究協力者，曲比石美・（四川涼山州民

族研究所々長），馬爾子（涼山州民族研究所研

究員）摩琵磁火（美姑語言文字工作委員会）。

通訳・随行者として沈雪軍・蘇素卿（筑波大
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学大学院生），色音（中国社会科学院民族研究

所副研究員），何彬（北京師範大学博士），申

明淑（韓国・中央民族大学研究生）。

［西南中国民俗研究会］　1995／8／21

　筑波大学歴史・人類学系にて，第3回研究

会として「舞族社会の史的展開に見る発展」

（田中通彦），「麗江納西族自治県太安郷汝寒

坪村調査報告」（松岡正子）の二発表を行い，

その後今年度の調査に関する検討と準備を行
う。

［酉南中国民俗調査］　1995／9／8～9／30

9／8　日本側団員成田を出発，午後上海に到

　　着。

9／9　午前中上海を出発，昼過ぎ昆明着。中

　　国側団員と合流。午後，雲南社会科学

　　院にて，調査日程の打ち合わせ。

9／10　午前中，民族出版社で関連書籍を購

　　入。夕方，飛行機で麗江へ出発。約40

　　分で麗江到着。麗江側団員と合流。夜，

　　宿泊先となる大研鎮の国際麗江合作発

　　展研究中心に到着。その後全体ミーティ

　　　ングを行う。

9／11一佐野，郭，松岡，他2名で，挨拶ま

　　　わりと調査の打合わせを兼ねて，麗江

　　県太安郷人民政府，天紅村，汝寒坪村

　　　を訪問。残りの団員は麗江の街を見学。

　　午後，県博物館を見学。李錫館長から，

　　納西族の民俗全般について詳細な説明

　　　を受ける。夕方，東巴儀礼のビデオ鑑賞。

　　夜，宿舎にて明日からの調査の全体ミー

　　　ティングを行う。

9／12　朝8：50，マイクロバスで汝寒坪村

　　へ向かう。9時半，太安郷人民政府か

　　　ら通訳人員が合流。10時に村に到着。

　　　5班（生業，宗教，年中行事，社会組織，

　　　人生儀礼）に分かれ，それぞれ紹介さ

　　　れた話者の家に行き，聞き書き調査開

　　始。午後も調査を継続し，18時頃宿舎

　　　にもどる。夕食後，第1回麗江大学（公

　　開夜間研究会）として，湯川氏が「周

　　防の山の神信仰」についての講義を行

　　　う。

9／13　引き続き，汝寒坪村にて班ごとに聞

　　　き書き調査を行う。夕食後，第2回麗

　　江大学として，木庚錫氏（麗江県城建局）

　　　より「納西族の民居」の講義を受ける。

9／14　午前中佐野は，湿疹の治療のため県．

　　人民病院へ，急性皮膚アレルギーと診

　　断されそのまま三日間の入院加療（後

　　専区病院へ・夜間外出可と在る）。陶，

　　李子賢両氏は風水師を訪問するため，

　　別行動。残りの団員は，引き続き汝寒

　　坪村にて調査を行う。午前中，宗教班

　　及び人生儀礼班は火葬場を見学。この

　　　日の夜の麗江大学は休講。

9／15・天紅村にて調査。4班に分かれ，そ

　　れぞれの話者の家に赴き，聞き書き調

　　査開始。

　　　12：30天紅村村公所にて，話者，支

　　部書記を交えて昼食。午後，引き続き

　　調査。終了後，宿舎にもどる途中で，

　　麗江地区中学を訪問，趨亮星校長の案

　　内で，新しく完成した校舎を見学。夜，

　　和紹江副県長，何金平県書記，趨世紅

　　束巴研究所副所長，黄県文化局局長が

　　宿舎を訪れ座談。終了後，中国側団員

　　　と今後の報告書の出版計画について

　　　ミーティングを行う。

9／16　引き続き天紅村を調査。ただし，松岡，

　　小熊は近隣の花音村へ，周は大研鎮付

　　近の村で薬草調査。巴莫曲布娘と陶は

　　東巴文化研究所へ。天紅村調査組は午

　　前中で調査を終え，午後は白由行動。夜，

　　楊一奔地方志辮公室主任が宿舎を訪問。

　　その後，中国側と，11月の日本訪問の

　　　日程についてのミーティングを行う。

9／17　県博物館にて東巴儀礼「求寿」を見学。

　　今回の儀礼は，調査団のためもあり和
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　　士誠，和成順，和開祥ら8人の老東巴

　　　により，博物館の中庭で四十年振りに

　　復元執行された。麗江地区の共産党委

　　員会，政治協商会議（政協），文化局な

　　　どから多くの来賓が出席した。9：40，

　　沙文明県共産党委員会書記，李錫館長

　　の挨拶後，儀礼開始。「行香」の儀礼で

　　は，行列を組み，博物館から黒竜潭公

　　園の中を1時間ほどかけて練り歩いた。

　　犠牲の豚を殺したところで午前中の儀

　　礼終了。昼食をはさんで15：45すべて

　　の儀礼終了。その後，和万宝東巴文化

　　研究所所長を囲んで座談会。大来村の

　　民俗文化生態村計画について紹介を受

　　ける。17：30，麗江県側の接待により

　　歓送会。今回の調査の総括等が行われ

　　た。

9／18　8：40麗江を出発。永勝県城で昼食

　　　を取り，15：45寧浪県域に入る。18時頃，

　　濾沽湖湖畔の摩棲園に到着。このあた

　　　りには，モソの人達が経営する民宿が

　　並んでおり，そのうちの一軒に宿泊。夜，

　　モソの若者の踊りを見学。

9／19　午前中白由行動。各自，摩稜村の中

　　　を訪問・見学。阿注婚のことなどを聞

　　　き書きする。10：40出発。途中霧が発

　　生し，視界のきかない中，崖道を何と

　　か通過する。13：30寧浪県城のホテル

　　　に到着。ここで寧浪自治県人民政府の

　　札西龍布副県長から歓迎の挨拶を受け

　　　る。昼食をとり，四川側からの車の迎

　　　えを待つ。13：40巴莫阿依氏到着。雨

　　のため相当悪路となっているが，予定

　　　どおりその日のうちに藍源に向かうこ

　　　とに決定。19：30麗源到着。夜，麗源

　　の県共産党委員会の主催により歓迎会。

　　県委員会の招待所に宿泊。

9／20　8140藍源県出発。14：30西昌市の

　　涼山賓館に到着。民族研究所の曲比石

　　美所長他と合流。午後，涼山舞族奴隷

　　社会博物館を見学。夜，涼山州政府の

　　招待により歓迎会。張作副州長，騎

　　玉祥州委副書記，巴莫爾　政協副書記

　　　（巴莫姉妹の父），呉蔭徳人大主任，達

　　覚木加政府秘書長が出席。

9／21　8：20西昌市を出発。途中かつての

　　州都昭覚で休憩を取り，14時過ぎ美姑

　　県政府招待所に到着。15：30分美姑県

　　文化館の文物室を見学。梁躍敏文化館

　　館長から葬族の民俗と美姑県の概要に

　　ついての説明を受ける。夜，査達夫氏（県

　　国土局），勒革楊日氏（県語言委員会）

　　など，中央民族大学の卒業生の主催に

　　　より歓迎会。沙耳古日県長も出席。

9／22　三河村訪問。三河村は人類学者林耀

　　華が40年代に住込んで調査した村の一

　　つ。林耀華の保証人の息子，金曲比俄

　　氏を囲んで座談。その後5班に分かれ

　　て聞き書き調査を行う。昼食は県城に

　　戻って取り，午後も再び三河村にて調

　　査を継続。夜，県政府の主催で歓迎会。

　　蒋昌立県委書記，沙子古日県長兼県委

　　副書記，陳梅英県人大副主任，劉甘

　　副県長が出席。19：30第1回美姑大学

　　　として，曲比石美氏の「畢摩の系譜と

　　活動」の講義。

9／23　巴普郷基偉村訪問。吉爾古村書記よ

　　　り，村の概況について説明を受けた後，

　　　5班に分かれて聞き書き調査。昼食は

　　県城に戻り，午後再び調査を継続。た

　　だし，丸山，志賀，郭，巴莫曲布娘は

　　覚洛郷瓦俄村の畢摩を訪問するため別

　　行動。夜，第2回美姑大学として，語

　　言文字委員会にて，吉爾華日氏が「畢

　　摩の経典」について講義。

9／24　畢摩の儀礼「孜莫畢」を見学。「孜莫

　　畢」は，身体の健康，商売繁盛等を願

　　　う儀礼で，佐野の湿疹治癒を名目に，

　　大畢摩曲比拉克，その甥爾汝，息子拉

　　松の3氏により，県城近くの丘の上の
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　　広場にて執り行なわれた。9時頃，広

　　場に到着し，道場の設営について巴莫

　　姉妹から説明を受ける。10時儀礼開始。

　　昼は犠牲の羊，豚の肉を煮て食べる。

　　14130儀礼終了。夕食まで自由時間。

　　夕食後，第3回美姑大学として，巴莫

　　阿依氏が「畢摩の伝承と教育」につい

　　て講義。

9／25　合姑洛郷覚村を訪問。県城から11キ

　　ロ離れた山の申にある村である。

　　　9：30合姑洛郷人民政府に到着。石一

　　曲一郷長から村の概況について説明を

　　受ける。その後，班ごとに分かれて，

　　話者の家で聞き書き調査。午後も調査

　　を継続。夜は第4回美姑大学として，

　　馬爾子氏が「葬族の家支」について講義。

9／26　県城に近い巴普村を訪問。吉々拉莫

　　村書記と打合わせ後，9時頃から5班

　　に分かれて聞き書き調査を開始。午後

　　は宿舎にもどり白由行動。ただし，丸山，

　　志賀，松岡は引き続き巴普村の蘇尼を

　　訪問，聞き書き調査。夜，調査団側の

　　主催により答礼宴。県政府側の来賓は，

　　これまで名前を上げた人以外に，曲比

　　木曲県委副書記，吉克堅副県長が出席。

　　今回の調査の総括が行われた後，美姑

　　　「葬族畢摩文化研究所」設立の提議書

　　が読み上げら、れた。これは，今後の畢

　　摩文化研究の促進のために「舞族畢摩

　　文化研究所」を設立することを，人民

　　政府に提唱したものである。提議書に

　　は，西南民族調査団の団員の署名が添

　　えられた。

9／27　美姑県を出発。14時頃西昌市到着。

　　午後は巴莫姉妹の家を訪問。夕食は葬

　　族の伝統的料理で，巴莫家の家族より，

　　家庭的なもてなしを受ける。22：30西

　　昌駅から成都行きの夜行列車に乗る。

9／28　朝，成都駅に到着。ホテルに到着後，

　　終日自由行動。

9／29　午前中，成都の民族出版社を訪れ，

　　関連書籍を購入。午後，日本側団員は

　　成都から上海へ移動。小熊氏は香港経

　　由沖縄に帰路を取る。北京側団員，雲

　　南側団員はそれぞれ北京，昆明へもど

　　るため解散。

9／30　日本側団員帰国。空港にて解散。

［中国側研究者来日調査］1995／11／18～11／28

11／18　北京・上海より空路にて来日。筑波

　　　大学図書館参観後，大学会館にて歓迎

　　　会，別館宿泊室泊。

11／ユ9　8：35大学会館出発。12：25福島県

　　　立博物館到着，菊地健策主任学芸員の

　　　案内で博物館を参観，昼食。16：30山

　　　形県飯豊町白川荘到着。18：30飯豊町

　　　長（渡部孝吉）主催の歓迎会。

11／20　午前中，飯豊町中津川地区を井上俊

　　　雄飯豊町森林組合長，大富国雄教育長

　　　の案内で実地見学。中津川小学校（阿

　　　部幸子校長）訪問，岩倉神社調査，伊

　　　藤きみ子氏より昔話の聞書き。午後は

　　　松山秀夫氏宅で飯豊山登拝と行屋の調

　　　査。炭焼き小屋，「米と白然の探遊館」

　　　（後藤幸平氏宅）参観。町役場にて渡

　　　部町長と歓談。いいで旅館泊。

11／21　午前中，椿公民館にて民俗調査（話者，

　　　山ロトミ子・松山秀夫・長沼良次・梅

　　　津儀操氏）。午後，郭大烈・周星・白庚

　　　勝・佐野は町民総合センターでの講演

　　　会に出席。他の全員は南陽市訪問。大

　　　竹市長との歓談，結城豊太郎言己念館参

　　　観後，武田正氏の案内で「夕鶴の里資

　　　料館」を参観。16：30～18：30飯豊町

　　　日中友好協会主催の歓送会。

11／22　8：44発つばさ号で東京へ。12：35

　　　こだま号乗換。12：56豊橋着。16：55

　　　東栄町到着。月小学校にて校長会主催

　　　の歓迎会に続き，榊鬼の特別講演。そ

　　　の後，各自徹夜で「花祭り」見学。月
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　　　小学校の配慮により学校開放された教

　　　室で宿泊。

11／23　8100朝食。引き続き花祭り見学，

　　　栗林義登氏より解説を受ける。2：00

　　　～3：30東栄町花祭会館を参観。

　　　4：30湯谷観光ホテル泉山閣に到着。

　　　比較民俗学会（小島瑛膿会長），三河民

　　　俗談話会（繁原央・河野真世話人）主

　　　催の歓迎会。

11／24　9：30湯谷出発，11：20豊橋着。

　　　2：00まで豊川稲荷を参観。その後，

　　　愛知大学記念会館での比較民俗学会主

　　　催のシンポジウム「照葉樹林帯の文化

　　　一ヒマラヤ山麗から日本まで一」参加。

　　　李子賢・白庚勝は発表。7：00シンポ

　　　ジウム参加の下野敏見・君島久子氏ら

　　　と共に夕食・歓談。豊橋ターミナルホ

　　　テル泊。

11／25　9：30愛知大学石井吉也学長との懇

　　　談。中日辞典の贈呈を受ける。10：OO

　　　より比較民俗学会・三河民俗談話会主

　　　催「花祭りの比較民俗学」のシンポジ

　　　ウムに参加。何耀華が挨拶にたち，郭

　　　大烈・陶立］番・佐野賢治・李錫がパネ

　　　ラーとして発表し，周星がコメンテー

　　　ターとして発言した。

11／26　8115豊橋出発。13：30天理市到着。

　　　飯島吉晴（天理大学助教授）・硲敏弘

　　　氏（天理教城陽教会長）の案内により，

　　　14：00～18：00までの天理参考館・天

　　　理大学図書館・天理教本部を参観。民

　　　族資料・天理善本・天理教の概況の説

　　　明を受ける。硲氏の招待による歓迎夕

　　　食会。浅川滋男氏（奈良文化財研究所）

　　　も参加。第38母屋に宿泊。

11／27　8：30天理出発，10：30～14：OO国

　　　立民族学博物館到着，佐々木高明館長

　　　と歓談後，塚田誠之・横山廣子両氏の

　　　案内で館内参観。その後，佐々木館長，

　　　藤井知昭副館長，江ロー久，小長谷有紀，

　　　李昆声（雲南博物館長・民博外国人研

　　　究者）氏ら中国関係研究者との昼食会

　　　と懇談。通訳は何頴（奈良女子大学大

　　　学院生）。なお，陶立掻・志賀市子は奈

　　　良大学での第3回世界シャーマニズム

　　　研究大会に参加・発表。18：OO～

　　　20：00天理教海外部主催の歓迎会。彰

　　　飛（国際日本文化研究センター客員助

　　　教授）の宿舎訪問，歓談。

1！／28　8：oo宿舎出発。石上神宮参観。

　　　11：00関西国際空港到着。昼食後，

　　　CA922便にて帰国。見送り，佐野・飯

　　　島・志賀。

　以上が，平成七年度の調査内容である。なお，

平成八年三月に予定されていた矢放昭文によ

る民族言語調査は二月三日，麗江地方を襲っ

た雲南大地震により中止の止むなきに至った。

麗江の人々に衷心からお見舞いを申し上げる

と共に，一日も早い復旧を願うものである。

　なお，本報告は平成6年度，平成7年度調

査報告を掲載した。文中の表記は東巴をトン

パ，ドンパ，「畢摩」を「ビモ」，「ピモ」，漢

字表記を「唄毫」と表わしたり不統一である

が執筆者の表記に委ねている。ビモの儀礼，

ツモビ，スモビも「荻莫唄」「孜莫畢」の漢字

表記がなされるなど，一番近い漢字の音をあ

てようとの中国側研究者の配慮がみとめられ

るからであり，一方，カナでは表わせない音

もあるからでもある。本報告ではできれば国

際音標の表示など表記の基準を示し，統一を

はかりたい。また，本誌上で平成7年度の残

りの報告も引き続き行なっていきたい。

　　　　　　　　　　　　（文責，佐野賢治）

一47一


